
第１号        柵原西小学校校報         平成２６年４月９日 

 

めざす児童像 「かんがえる子」（学力） 「がんばる子」（社会性） 「やさしい子」（思いやり） 「きたえる子」（生活力） 

 

 

 

 

        

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

桜
の
花
び
ら
が
舞
う
中
、
平
成
二
十
六
年

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

保
護
者
の
皆

様
、
お
子
様
の

ご
入
学
・
ご
進

級
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。
職
員
一
同
、

お
子
様
の
立
派

な
ご
成
長
に
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
し
い
年
度
を
迎
え
、
子
ど
も
達
も
職
員

も
新
た
な
気
持
ち
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
意
欲

に
燃
え
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
、
す
ば
ら
し
い
一
年
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、

温
か
い
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す 

す
て
き
な
入
学
式
！ 

 

八
日
に
は
、
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
の

も
と
、
保
護
者
、

在
校
生
、
職
員
に

見
守
ら
れ
、
三
十

四
名
の
か
わ
い
い

一
年
生
が
入
学
い

た
し
ま
し
た
。 

一
年
生
は
、
担

任
の
呼
名
や
ご
来
賓
の
「
お
め
で
と
う
」
の

お
言
葉
に
、
み
ん
な
元
気
よ
く
返
事
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

在
校
生
は
、
最
高
学
年
の
六
年
生
を
中
心 

に
、
厳
粛
な
中
に
も
温
か
い
雰
囲
気
で
一
年 

生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
あ
、

児
童
二
百
一
名
、
職
員
二
十
二
名
で
の
ス
タ

ー
ト
で
す
。 

 

登
下
校
の
安
全
の
た
め
に 

 

こ
の
た
び
、
子
ど
も
達
の
登
下
校
の
安
全

や
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、
美
咲
町
、
美
咲

町
議
会
、
美
咲
町
教
育
委
員
会
、
地
域
の
皆

様
等
、
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
や
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
登
下
校
の
バ
ス
運
行
に
つ
き
ま

し
て
改
善
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。（
裏

面
に
「
お
知
ら
せ
」
を
再
掲
載
し
て
い
ま
す
） 

皆
様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
子
ど
も
達
の
安
全
安
心
の

た
め
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

柵
原
西
小
学
校
校
報 

高
乃
峰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校
長
室
よ
り 

 

４月の主な行事予定 

 ７（月） 始業式 

 ８（火） 入学式 

９（水） 地区児童会 給食開始  

１１（金） 身体計測 離任式 

１４（月） 全校朝の会 委員会活動 

      ＰＴＡ一斉部会 

１７（木） 検尿・蟯虫検査 

１８（金） 参観日 ＰＴＡ総会 

２１（月） 全校朝の会 家庭訪問 

２２（火） 全国学力検査（６年） 

２３（火） 交通安全教室（１～３年） 

家庭訪問  

２４（木） 歯科検診  

家庭訪問 

２５（金） 家庭訪問 

２８（月） 避難訓練 クラブ活動 

３０（水） 心電図検査（１・４年） 

5 /２（金） たてわり遠足（弁当） 

今年度の職員です 

全職員で力を合わせて頑張ります。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

校  長 寺元 文雄 教  頭 青山 哲也 

１  年 芦谷勢津子 ２  年 谷口 育子 

３  年 松本 堯之 ４  年 鳥巢 幸子 

５年１組 内田 俊一 ５年２組 時本 昌代 

６年１組 井上 由美 ６年２組 福井 信介 

ひまわり 八島 賢人 たんぽぽ 下山 知子 

特別支援 谷名 秀彦 児童支援 難波 知鶴 

小１グッドスタート 下山 由紀 学校支援 植月 美穂 

学級支援 赤木 恵子 学級支援 片山 みか 

養護教諭 赤堀 文子 栄養教諭 角南 香織 

事  務 河原 京子 校 務 員 山下  茂 

A  L  T マーティン・ユーエン 

 今年度も、学校支援地域本部事業コーディネーターや

ボランティア等大変多くの方が学校をご支援くださいま

す。大変お世話になります。よろしくお願いいたします。 
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平成２６年３月２６日  

保護者の皆様へ 

柵原西小学校長 寺元 文雄  

 

来年度のスクールバス運行について（お知らせ） 

 

 桜のつぼみも膨らみ、うれしい春の訪れを感じさせられる今日この頃、皆様におかれましてはますますご

健勝のこととお慶び申し上げます。お子様もそれぞれの学年を修了され、喜びいっぱいのことと思います。

また、４月に入学をひかえられている皆様には、お子様のご入学を職員一同心よりお待ちしております。 

 保護者の皆様には、一年間いろいろな場面でご協力いただきましたこと、改めて感謝申し上げます。一方、

バスでの通学につきましては、児童への継続的な指導等を行いながら安全に通学できるよう努めてまいりま

したが、ご迷惑やご心配をおかけしたこともあり申し訳なく思っております。 

 さて、現在のバス運行の形態では、中鉄の路線バスを利用するため同じ地区でも低学年、高学年で別の通

学方法となることや時にはバス停での待ち時間が長くなることもあること、下校時刻が地区によって大きく

ずれることもあるなどの課題を抱えていました。また、バスの換算定員は超えないものの、窮屈な状況で乗

車をせざるを得ない状況もありました。 

 こういった状況を解消するため、町や教育委員会へ改善策をお願いしていたところ、この度、町や教育委

員会のご尽力によりバス運行の変更を行う運びとなりました。 

 新運行計画では、路線バスを使わないため、同一地区の児童が同じバスで登下校できることや待ち時間を

減らせること、下校時刻を揃えることができるなどの改善がなされています。それでも座席数がわずかに足

らず、３人掛けをお願いしなくてはならない便もありますが、ご理解をいただければと思います。 

 また、児童館行きの児童については学校から南行きのバスに分乗することとなります。その際児童館行き

児童の人数によっては、吉ヶ原上之町バス停から児童館まで徒歩での移動をしていただく場合もあります。

これは中鉄バスの車両が児童館には入れないためです。 

 なお、本お知らせが遅くなりましたのは、３月議会での決定（１９日）を待たなければならなかったため

です。併せてご理解ください。 

 各バス会社に対しては、今後もくれぐれも安全に運行することのお願いや定期的な話し合いの場を持つよ

う働きかけていくつもりです。また、新運行計画でスタートしてみて不都合な点が生じるようであれば改め

て検討してまいりたいと思います。なにとぞご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

登下校時の駐車についてのお願い 

子どもの登下校時には、バスが同時に５台、スクールバス乗り場に入っている状態になります。今までは、バ

ス以外の車も止めていただくスペースがあったのですが、これからは、登下校の時間帯だけは、それができなく

なります。やむを得ずその時間帯にご来校される場合は、誠に申し訳ございませんが、運動場南側職員駐車場に

お止めください。 

子ども達の乗り降りの安全とご来校の方の事故防止のため、ご理解とご協力をお願いいたします。 

＊バスの予定駐車時間  登校時 午前８時前～８時１０分頃   

下校時 午後２時前後・３時前後・４時前後（曜日等によって多少異なります） 


